
 

 

ママ・パパ・リフレッシュ事業実施要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、地域、企業、行政が一体となって子育て家庭を応援しようと 

いう社会的気運を醸成するとともに、子育て家庭が「地域社会に支えられている」 

「子どもを持って良かった」と実感できる社会づくりを進めることを目的とする 

ママ・パパ・リフレッシュ事業を実施するために必要な事項を定める。 

 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると 

ころによる。 

 (1) リフレッシュ事業 育児中の母親又は父親が、協力店舗、施設、企業等にお

いて、自己の申出により、リフレッシュできる特典を受けることができる事業

をいう。 

 (2) 協力店舗等 リフレッシュ事業に協力し、申出により利用者に特典を提供す

る店舗、施設、企業等をいう。 

 (3) 特典 リフレッシュ事業の協力店舗等で任意に定めたサービスをいう。 

 

 （普及啓発） 

第３条 県は、リフレッシュ事業の趣旨を市町村、県民及び店舗・施設・企業等に 

 周知し、事業が円滑に進むよう努めるとともに、次に掲げる事項を行うものとす 

 る。 

 (1) ホームページ等を通じて、リフレッシュ事業についての情報提供を行うこと。 

 (2) 店舗、施設、企業等に対し、リフレッシュ事業への協力を依頼すること。 

  (3) 本事業全般の運営及びその見直しに関すること。  

 (4) その他本事業を推進するために必要なことを行うこと。 

 

 （協力の手続き等） 

第４条 リフレッシュ事業に協力しようとする店舗、施設、企業等を営む者は、店

舗等ごとに様式第１号による登録申込書により、県に申し込むものとする。ただ

し、複数の店舗等を有する事業者の場合は、事前に県に相談の上、まとめて申し

込むこともできるものとする。 

２ 県は、前項の規定による申込みを受けたときには、所定の様式により公表する

ものとする。 

３ 協力店舗等を営む者は、第１項の協力申込書の内容を変更しようとするとき又 

は協力を廃止しようとするときは、あらかじめ、様式第２号による変更・廃止届 

により、県に届け出るものとする。 



 

 

４ 県は、前項の規定による届出を受けたときは、その旨を公表するものとする。 

５ 特典内容が違法な場合等には、県は協力申込みを拒否あるいは取り消すことが 

できる。 

６ 県は、登録された協力店舗等を営む者又は協力店舗等が法令に違反したとき、

その他協力店舗として適当でなくなったと認めるときは、登録を取り消すことが

できる。 

 

 （その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、当事業の実施に必要な事項は、別に定める。 

 

 

   附 則 

  この要綱は、平成２４年７月１７日から施行する。 

   附 則 

  この要綱は、令和５年１２月７日から施行する。 

   附 則 

  この要綱は、令和６年４月 1 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


